
次世代育成支援行動計画（第４期）実施状況報告書　事業評価シートの変更について

　①「施策内容」を削除。 　④実施【Ｄｏ】のＲ６目標の入力内容を変更。

　②「第３期計画における評価と課題を踏まえた方向性」欄を削除。 　　(現行)第４期計画策定時の目標値 → (変更後)直近の実績に基づいた目標値

　③「できたこと」「できなかったこと」を実施【Ｄｏ】へ移行。 　⑤実施【Ｄｏ】、分析・評価【Check】、改善【Action】を、それぞれ項目立て。

　⑥分析・評価【Ｃｈｅｃｋ】に、「評価の理由・根拠」欄を新設。

変更前 変更後

<変更点（案）>

■計画【Plan】／全体総括 

施策の展開 Ⅰ ライフステージごとの施策（事業） 

施策の方向 
◇妊産婦の健康保持・増進・支援の充実 

①妊娠・出産に関する相談・情報の提供 

施 策 内 容 

心身の変化が著しい時期である妊娠・出産期において、出産・育児経験がない母親が安心し

て妊娠、出産できるよう、妊娠・出産に関する相談・情報提供をはじめ、健康の保持・増進

に関する支援を充実するなど、妊産婦の心身の健康を保持・増進する取組を推進します。 

■計画【Plan】／実施事業 

担 当 課 子育て支援課 

実 施 事 業 

事業№ 1101 ライフステージ 
社
会
的
支
援 

Ｗ
Ｌ
Ｂ 

貧
困
計
画 母子健康手帳の交付、妊婦面接・相談 

妊
娠
出
産
期 

就
学
前
期 

小
中
学
校
期 

青
年
・
若
者
期 

事 業 概 要 

妊娠届出者への母子健康手帳交付時に、保健師や助産師が

面接し、母子保健事業の周知、妊産婦健康診査・妊婦歯科

健康診査の勧奨、妊娠初期からの健康管理についての保健

指導や、出産の準備などの情報提供を行います。 

また、相談にも応じ、妊娠期から子育て期にわたる切れ目

のない支援に努めます。 

〇       

第３期計画に

おける評価と

課題を踏まえ

た方向性 

行動目標 
今後も妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援の充実を図るため、子育て支援

総合センターの利用者支援事業（基本型）とともに母子保健と子育て支援の両分野か

らの支援体制について検討を重ね、有機的な連携をさらに進める必要がある。 質的充実 

 

■実施【Do】/評価【Check】＆改善【Action】 

 <評価 Ａ：活動による成果が高い（優）Ｂ：活動による成果がやや高い（良）Ｃ：活動による成果が低い（可）－：活動による成果がみられない(又は非該当)> 

活動指標① 単位 R2 R3 R4 R5 R6(目標) 評価 

妊婦面談（Ｈ23年度中から開始）・子育てプ

ランシート作成（Ｈ29年度開始）実績 
件 2,547 

   
全妊婦 A 

できたこと(達成したこと)  

【Ｃ】 

面談時に妊婦の様子や支援者の有無について確認を行い、マタニティ

ブルーの状況や産後支援が必要となる妊婦を把握している。なかでも

育児負担が大きい多胎妊婦に対して、妊娠中から産後にかけて継続し

た支援の検討および次年度からの支援に向けた体制を整え、次年度か

らの全多胎妊婦支援につなげることができた。 

できなかったこと 

(達成できなかったこと) 
特になし。 

活動目的を達成するための課題 

多胎妊婦への妊娠期から子育て期への継続支援を行うにあたり、多胎

妊婦のニーズを把握し、対処するセルフケア能力を育み、健やかな育

児ができるよう、各関係機関との連携において支援を充実させる必要

がある。 

評価と課題を踏まえ目的達成に向けて

何を、いつまでに、どう取り組むのか 
【Ａ】 

令和３年度より多胎妊婦支援が開始となるため、子育て支援総合セン

ターの利用者支援事業（基本型）とともに母子保健と子育て支援の両

分野からの支援体制について検討を重ね、有機的な連携をさらに進め

る必要がある。 

 

前期計画の５年間の総括に係る項目を削除
２

第44回、第45回のこども育成支援会議における各委員からのご意見・ご指摘等をふまえ、次年度以降の会議に向け、実施状況報告書の事業評価シートの構成等を、下記のとおり変更する。

■計画【Plan】／全体総括 

施策の展開 Ⅰ ライフステージごとの施策（事業） 

施策の方向 
◇妊産婦の健康保持・増進・支援の充実 

①妊娠・出産に関する相談・情報の提供 

 

■計画【Plan】／実施事業 

担 当 課 子育て支援課 

実 施 事 業 

事業№ 1101 ライフステージ 
社
会
的
支
援 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ 

・
バ
ラ
ン
ス 

貧
困
計
画 母子健康手帳の交付、妊婦面接・相談 

妊
娠
出
産
期 

就
学
前
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小
中
学
校
期 

青
年
・
若
者
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事 業 内 容 

妊娠届出者への母子健康手帳交付時に、保健師や助産師が

面接し、母子保健事業の周知、妊産婦健康診査・妊婦歯科

健康診査の勧奨、妊娠初期からの健康管理についての保健

指導や、出産の準備などの情報提供を行います。 

また、相談にも応じ、妊娠期から子育て期にわたる切れ目

のない支援に努めます。 

〇       

■実施【Do】 

 <評価 Ａ：活動による成果が高い（優）Ｂ：活動による成果がやや高い（良）Ｃ：活動による成果が低い（可）－：活動による成果がみられない(又は非該当)> 

活動指標 単位 R2 R3 R4 R5 R6(目標) 

妊婦面談（Ｈ23年度中から開始）・

子育てプランシート作成（Ｈ29年度

開始）実績 

件 2,547 
   

策定 全妊婦 

現在  

できたこと(達成したこと)   

できなかったこと 

(達成できなかったこと) 
 

■分析・評価【Check】 

評価 

評価の理由・根拠  
  

活動目的を達成するための課題  

■改善【Action】 

評価と課題を踏まえ目的達成に向け

て何を、いつまでに、どう取り組む

のか 
 

 

 

「施策内容」を削除
1

「できたこと」「できなかったこと」を

実施【Ｄｏ】へ移行。

直近の実績を踏まえた目標値を入力。
４３

新たに項目立てを行い、表を整理。
５

「評価の理由・根拠」を追加。
6

資料２ こども育成部 こども政策課


